
特
集

執
筆
者
・
座
談
会
出
席
者
紹
介
／
後
記

川
本
玲
子
（
か
わ
も
と
・
れ
い
こ
）

一
九
七
二
年
東
京
生
ま
れ
。
ト
ロ
ン
ト
大
学
文
理
学
部

卒
業
（
英
文
学
）
。
東
京
大
学
大
学
院
入
文
社
会
系
研

究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
（
英
文
学
）
。
二
〇
〇

二
年
四
月
よ
り
】
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
専
任
講

師
。
専
門
は
二
〇
世
紀
イ
ギ
リ
ス
小
説
と
広
義
の
ナ
ラ

テ
ィ
ブ
論
。
最
近
で
は
、
物
語
行
為
を
脳
科
学
の
見
地

か
ら
再
検
討
し
、
「
物
語
ら
ず
に
い
ら
れ
な
い
」
人
間

の
本
質
と
モ
ダ
ニ
ズ
ム
以
降
の
小
説
の
あ
り
方
を
関
連

づ
け
る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
主
な
論
文
は
中

野
知
律
。
越
智
博
美
編
著
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
世
界
を

読
む
1
　
　
表
象
さ
れ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
』
所

収
「
妄
想
と
創
造
の
あ
い
だ
　
　
C
・
P
・
ギ
ル
マ
ン

『
黄
色
い
壁
紙
』
再
考
」
（
明
石
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
、

、
、
9
冒
Φ
き
ユ
9
①
巴
く
諄
鴇
↓
プ
Φ
諺
暮
二
8
禮
ぎ
晋
8

乞
。
＜
Φ
尻
o
h
ζ
霞
邑
ω
9
爵
．
（
隷
ミ
騎
S
蕩
ミ
誉
ミ
謡
ミ

駄
冨
、
財
§
織
し
り
織
§
追
物
幽
ρ
N
O
O
Q
o
）
な
ど
。

桑
瀬
章
二
郎
（
く
わ
せ
・
し
ょ
う
じ
ろ
う
）

一
九
六
八
年
京
都
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
パ
リ
第
七

大
学
博
士
。
立
教
大
学
文
学
部
准
教
授
。
専
門
は
一
八

世
紀
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
思
想
（
と
く
に
ジ
ャ
ン
H
ジ
ャ

ッ
ク
．
ル
ソ
ー
）
。
ル
ソ
ー
の
『
告
白
』
出
版
後
の
フ

ラ
ン
ス
で
の
受
容
に
つ
い
て
調
査
し
た
い
。
の
O
o
ほ
Φ
ω
－

ω
δ
房
魯
瀞
§
誉
B
ミ
恥
謁
ミ
紹
鴨
翻
身
§
ぎ
ミ
鳴
（
N
＼
弔

N
認
転
）
．
卜
禽
轟
ミ
§
轟
鳴
ミ
§
射
ミ
N
跨
6
§
験
ミ
即
駐

婁
ミ
。
・
礼
禽
§
、
愚
識
ミ
焼
§
吻
亀
範
N
、
o
§
毒
（
閏
8
0
は

O
プ
§
官
。
戸
b
o
O
O
ω
）
で
、
二
〇
〇
四
年
、
渋
沢
・
ク
ロ

ー
デ
ル
賞
特
別
賞
。
そ
の
他
自
伝
に
つ
い
て
論
じ
た
も

の
と
し
て
、
「
自
己
の
フ
ィ
ギ
ュ
ー
ル
ー
ジ
ャ
ン
目

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
と
「
肖
像
」
L
、
『
肖
像
と
個
性
』

（
春
風
社
、
二
〇
〇
八
年
）
、
「
あ
る
婦
人
の
肖
像
ー

ル
ソ
ー
ー
ド
・
ラ
・
ト
ゥ
ー
ル
夫
人
書
簡
に
お
け
る
自

己
の
フ
ィ
ギ
ェ
ー
ル
」
、
『
立
教
大
学
フ
ラ
ン
ス
文
学
』

（
三
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

坂
井
洋
史
（
さ
か
い
・
ひ
ろ
ぶ
み
）

一
九
五
九
年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
立
大
学
院
人
文
科

学
研
究
科
博
士
課
程
中
退
。
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社

会
研
究
科
博
士
（
学
術
）
。
東
京
大
学
文
学
部
助
手
、

一
橋
大
学
経
済
学
部
立
師
、
助
教
授
を
経
て
、
　
一
九
九

六
年
よ
り
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
助
教
授
、

二
〇
〇
一
年
よ
り
同
研
究
科
教
授
。
専
門
は
中
国
現
代

文
学
史
。
研
究
開
始
当
初
は
、
巴
金
ゆ
亡
国
と
い
う
作

家
を
中
心
に
、
彼
が
影
響
を
受
け
た
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
は

じ
め
と
す
る
社
会
思
想
と
の
関
連
か
ら
文
学
史
を
眺
め

る
と
い
う
、
非
文
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
当
然
の
こ
と

の
よ
う
に
し
て
採
っ
て
き
た
が
、
九
〇
年
代
前
半
に
同

時
代
中
国
知
識
人
の
思
想
的
奮
闘
に
接
し
て
以
来
、
モ

ダ
ニ
テ
ィ
の
問
題
を
中
心
に
近
代
文
学
（
史
）
、
中
国
、

中
国
文
学
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
爾
来
、
実
証
風

の
「
お
勉
強
」
は
｝
切
放
弱
し
、
よ
り
思
弁
的
た
ら
ん

と
日
々
努
め
て
い
る
最
中
。
主
な
仕
事
に
、
『
幾
重
と

越
境
一
中
国
現
代
文
学
史
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二

〇
〇
五
年
）
、
『
陳
範
予
日
記
』
（
学
林
出
版
社
、
一
九

九
七
年
目
、
『
巴
金
的
世
界
』
（
山
口
守
と
共
著
、
東
方

出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
、
『
九
月
の
寓
話
』
（
翻
訳
、

調
弦
原
著
、
彩
流
社
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

中
井
亜
佐
子
（
な
か
い
・
あ
さ
こ
）

一
九
六
六
年
松
江
市
生
ま
れ
。
東
京
大
学
人
文
科
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
博

士
（
英
文
学
）
。
現
在
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会

研
究
科
准
教
授
。
専
門
は
英
文
学
お
よ
び
批
評
理
論
、

数
年
来
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
・
批
評
を
中
心
に
研

究
し
て
き
た
が
、
目
下
は
新
機
軸
を
求
め
て
充
電
中
。

著
書
に
『
他
者
の
自
伝
ー
ポ
ス
ト
コ
旧
訓
ア
ル
文
学

を
読
む
』
（
研
究
社
、
二
〇
〇
七
年
差
、
内
ミ
肉
謡
曳
勢
評

し
口
。
審
§
織
寡
さ
鵡
§
ミ
賠
㌧
O
ミ
。
ミ
詰
篭
8
計
ミ
§
脳
ミ

自
討
ミ
味
ミ
禽
ミ
｝
ミ
踏
Φ
霞
叶
o
h
U
胃
巨
Φ
ω
ω
（
囲
＆
8
一

ト
。

n
O
O
）
。
共
著
に
『
転
回
す
る
モ
ダ
ン
ー
イ
ギ
リ
ス

記後／介
紹者

席
出
会談座
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一
…
＝
＝
一
一
一
＝
二
＝

戦
借
覧
の
文
化
と
文
学
』
（
研
究
社
、
二
〇
〇
八
年
）
、

『
愛
と
戦
い
の
イ
ギ
リ
ス
文
化
史
』
（
慶
慮
義
塾
大
学
出

版
会
、
二
〇
〇
七
年
）
、
『
現
代
批
評
理
論
の
す
べ
て
』

（
新
朝
日
館
、
　
二
〇
〇
六
年
）
な
ど
。

堀
尾
耕
【
（
ほ
り
お
・
こ
う
い
ち
）

　
九
七
一
年
東
京
生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了
（
西
洋
古
典
学
）
。
青
山

学
院
大
学
ほ
か
非
常
勤
講
師
。
専
門
は
古
典
修
辞
学
史
、

い
わ
ゆ
る
レ
ト
リ
ッ
ク
の
歴
史
。
古
典
期
の
法
廷
弁
論

や
帝
政
期
の
学
校
教
科
書
な
ど
、
よ
り
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ

ル
な
文
献
群
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
で
、
古
典
修
辞
学

に
通
底
す
る
前
近
代
的
な
「
私
」
の
あ
り
方
が
浮
き
彫

り
に
な
る
、
と
信
じ
て
い
る
。
主
な
仕
事
と
し
て
、

「
プ
ロ
ギ
ュ
ム
ナ
ス
マ
タ
文
献
の
伝
承
に
つ
い
て
」

（
『

t
ィ
ロ
ロ
ギ
カ
』
第
一
号
、
二
〇
〇
六
年
）
が
あ
る
。

三
浦
玲
一
（
み
う
ら
・
れ
い
い
ち
）

一
九
六
五
年
生
ま
れ
。
ア
メ
リ
カ
文
学
、
ポ
ス
ト
モ
ダ

ニ
ズ
ム
。
東
京
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。
『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
・
バ
ー
セ
ル
ミ
』
（
彩

流
社
）
に
て
、
二
〇
〇
六
年
中
、
名
古
屋
大
学
大
学
院

国
際
言
語
文
化
研
究
科
よ
り
博
士
号
（
文
学
）
を
取
得
。

二
〇
〇
一
年
よ
り
、
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究

科
准
教
授
。
共
編
著
に
、
『
文
化
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
行
方
』
、
『
か
ら
だ
は
ど
こ
に
あ
る
』
。
翻
訳
に
、
ド

ナ
ル
ド
・
バ
ー
セ
ル
ミ
『
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
、
ウ
ォ
ル
タ

1
・
ベ
ン
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
『
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
か
た

ち
』
。
参
加
論
集
に
『
現
代
批
評
理
論
の
す
べ
て
』
、

『
レ
イ
、
ぼ
く
ら
と
話
そ
う
』
等
。
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー

コ
ー
の
言
う
生
政
治
、
統
治
性
と
い
っ
た
概
念
か
ら
、

冷
戦
期
と
ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
ア
メ
リ
カ
文
学
・
文
化
の

比
較
す
る
こ
と
、
そ
の
比
較
か
ら
、
現
代
社
会
の
グ
ロ

ー
バ
ル
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
（
ネ
オ
）
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム
と
文
化
表
象
の
共
犯
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が
、

現
在
の
研
究
課
題
。

森
本
淳
生
（
も
り
も
と
・
あ
っ
お
）

一
九
七
〇
年
東
京
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
博
士
後
期
課
程
中
退
。
ブ
レ
ー
ズ
・
パ
ス
カ
ル
ー
ー

ク
レ
ル
モ
ン
第
二
大
学
博
士
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
文

明
）
。
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
助
手
を
経
て
、
二

〇
〇
五
年
九
月
よ
り
一
橋
大
学
大
学
院
言
語
社
会
研
究

科
助
教
授
（
二
日
頃
七
年
四
月
よ
り
准
教
授
）
。
専
門

は
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
思
想
、
と
く
に
ポ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ

リ
ー
の
『
カ
イ
エ
』
を
思
想
史
的
・
心
理
学
史
的
に
読

解
し
、
そ
れ
を
彼
の
詩
作
品
、
と
り
わ
け
『
若
き
バ
ル

ク
』
（
一
九
一
七
年
）
に
接
続
す
る
こ
と
を
主
な
る
課

題
と
し
て
き
た
が
、
近
年
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
ラ
ン
シ
エ
ー

ル
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
一
八
世
紀
後
半
以
降
の

「
近
代
文
学
」
の
表
象
空
間
の
構
造
を
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム

と
メ
デ
ィ
ア
の
観
点
か
ら
解
析
す
る
と
い
う
妄
想
に
近

い
野
望
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
主
な
仕
事
に
、
『
小
林

秀
雄
の
論
理
－
美
と
戦
争
』
（
入
文
書
院
、
二
〇
〇

二
年
）
、
『
未
完
の
ヴ
ァ
レ
リ
ー
ー
草
稿
と
解
説
』

（
田
上
竜
也
と
共
編
訳
著
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
四
年
）
、

、
§
、
§
隷
遷
．
卜
．
ミ
織
鴫
§
ミ
ミ
ミ
貯
晦
§
野
鴨
職
ミ

恥
ミ
舞
b
鴨
ミ
廿
超
q
討
ミ
鵡
紺
昏
貯
腎
。
融
融
Q
袋
鴨
（
ブ
レ
ー

ズ
・
パ
ス
カ
ル
ロ
ク
レ
ル
モ
ン
第
二
大
学
博
士
論
文
、

二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。

安
田
敏
朗
（
や
す
だ
・
と
し
あ
き
）

一
九
六
八
年
、
神
奈
川
県
逗
子
市
池
子
に
生
ま
れ
る
。

高
校
の
と
き
、
池
子
米
軍
住
宅
建
設
問
題
が
起
こ
る
。

建
設
容
認
市
長
の
リ
コ
ー
ル
を
受
け
て
当
選
し
た
建
設

反
対
の
新
市
長
を
選
ん
だ
民
意
を
防
衛
施
設
局
が
足
蹴

に
し
た
と
き
か
ら
、
国
家
へ
の
信
用
を
失
う
。
さ
ら
に

そ
の
市
長
が
建
設
戸
数
削
減
を
成
果
の
よ
う
に
誇
っ
た

と
き
に
、
権
力
の
腐
敗
と
い
う
も
の
を
実
感
す
る
。
　
一

九
九
一
年
東
京
大
学
文
学
部
国
語
学
科
卒
業
。
（
株
）

東
芝
勤
務
。
一
九
九
六
年
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
地
域
文
化
研
究
専
攻
博
士
課
程
学
位
取
得
修
了
。

博
士
〔
学
術
）
。
同
年
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

助
手
と
な
る
。
森
本
淳
生
氏
と
は
こ
の
と
き
か
ら
同
僚
。

二
〇
〇
一
年
か
ら
、
は
か
ら
ず
も
】
橋
大
学
大
学
院
言

語
社
会
研
究
科
教
員
。
「
近
代
日
本
言
語
史
」
を
自
称

し
、
関
心
の
お
も
む
く
ま
ま
、
本
を
書
き
散
ら
か
す
。

二
〇
〇
六
年
以
降
の
単
著
は
、
『
金
田
＝
示
助
と
日
本

語
の
近
代
』
（
平
凡
社
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）
、
『
国
語

審
議
会
　
　
迷
走
の
6
0
年
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
二

〇
〇
七
年
）
、
『
「
国
語
」
の
近
代
史
－
帝
国
日
本
と

6
2

1
号
ヨ
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言



国
語
学
者
た
ち
』
（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）
、
『
統

合
原
理
と
し
て
の
国
語
一
近
代
日
本
言
語
史
再
考

皿
』
（
三
元
社
、
二
〇
〇
六
年
）
、
『
辞
書
の
政
治
学

一
こ
と
ば
の
規
範
と
は
な
に
か
』
（
人
文
書
院
、
二

〇
〇
六
年
）
。

特
集
へ
の
編
集
後
記

「
私
」
と
い
う
も
の
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
ポ
ー
ル
・
ヴ

ァ
レ
リ
ー
を
専
門
に
す
る
者
と
↓
て
「
自
伝
」
は
必
ず

し
も
無
縁
な
テ
ー
マ
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
で
も
決
し
て
専
門
家
と
は
言
え
な
い
私
が
こ
の
よ
う

な
特
集
を
組
む
こ
と
に
な
っ
た
そ
も
そ
も
の
遠
因
は
、

中
井
さ
ん
が
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
文
学
を
研
究
す
る
中

で
自
伝
に
関
心
を
も
ち
、
自
伝
に
つ
い
て
共
同
研
究
を

や
ろ
う
と
提
案
さ
れ
た
か
ら
だ
っ
た
の
だ
が
、
も
と
も

と
私
語
り
に
興
味
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
と
い

う
よ
り
も
近
代
（
現
代
）
に
お
け
る
ナ
ル
シ
シ
ズ
ム
と

メ
デ
ィ
ア
の
間
に
は
本
質
的
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
の

は
こ
こ
数
年
の
研
究
テ
ー
マ
で
す
ら
あ
っ
て
、
た
く
さ

ん
の
タ
レ
ン
ト
や
無
名
の
人
々
が
実
践
し
て
い
る
あ
の

写
真
と
空
白
だ
ら
け
の
弛
緩
し
た
言
葉
か
ら
な
る
プ
ロ

グ
な
ど
を
見
る
と
、
い
か
に
近
代
人
（
現
代
人
）
が
自

分
を
メ
デ
ィ
ア
空
間
に
表
象
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
の
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
実
践

の
一
種
と
し
て
「
自
伝
」
と
い
う
も
の
も
存
在
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
と
は
漠
然
と
予
想
が
つ
い
て
は
い
た
の
だ

け
れ
ど
も
、
で
は
い
ざ
研
究
を
し
て
み
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
、
自
伝
の
数
は
膨
大
で
か
つ
内
容
は
当
言

と
し
て
お
り
、
ル
ジ
ュ
ン
ヌ
は
ほ
と
ん
ど
使
い
物
に
な

ら
ず
、
か
と
い
っ
て
別
の
有
効
な
解
釈
格
子
が
容
易
に

み
つ
か
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
は
著
名

な
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
で
素
手
で
考
え
て
み
よ
う
か
と
い

う
こ
と
で
個
人
的
に
は
始
め
て
み
た
わ
け
だ
っ
た
の
だ

が
、
所
詮
一
人
で
で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
り
、
今
回
座
談
会
と
論
集
と
い
う
か
た
ち
で
興
味
深

い
発
言
と
論
文
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
研
究

の
出
発
点
と
し
て
は
か
な
り
有
意
義
だ
っ
た
と
言
え
る

わ
け
で
、
そ
の
意
味
で
も
、
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
々

に
は
感
謝
の
念
の
た
え
る
こ
と
な
く
、
と
り
わ
け
、
座

談
会
の
錯
綜
し
た
や
り
取
り
を
文
字
に
お
こ
し
す
っ
き

り
と
整
理
し
て
下
さ
っ
た
武
村
知
子
さ
ん
に
は
深
く
深

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
今
後
、

こ
う
し
た
共
同
に
よ
る
自
伝
研
究
は
引
き
続
き
実
践
し

て
い
く
つ
も
り
で
あ
り
、
海
外
の
研
究
者
な
ど
も
輪
に

引
き
こ
ん
で
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
企
画
を
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
言
社
研
関
係
者
の
方
々
に
お
か
れ
て
も

是
非
こ
れ
か
ら
も
暖
か
い
眼
で
見
守
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
刺
激
的
な
る
視
角
か
ら
の
切
り
込
み
を
期
待
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
あ
ら
た
め
て
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と

思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
紀
要
編
集
委
員
長
　
森
本
淳
生
）
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